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当院でのHCV抗体検査

• 当院では全ての内視鏡検査、手術室を使用
する治療、検査の際に全例HCV抗体、HBs抗
原を測定しています

昨年度から現在まで、当院での初回のHCV抗体陽性例全

例に対し中検から主治医へメールと電話で連絡、かつ肝
臓専門医(野尻、田中）へも連絡がなされております。



当院での2014/6/25-2014/11/26の5ヶ月間
・HCV抗体が初めて陽性と判明した症例：45件
・そのうちHCVRNA測定をした症例：21／45件
・HCVRNA測定は無いが肝膵内科に紹介・相談あった症例：2／45件
よって23例が何らかのアクションを起こしている。

昨年度件数

問題点としては
・中検の負担が非常に大きい（初回かどうかの確認、連絡）

・連絡をもらっても主治医が忙しいと忘れてしまう



HCV抗体判定時のアラート通知
および精密検査オーダ入力システム

HCV抗体価検査を実施しHCV抗体判

定が陽性となった際、検査オーダーを入

力した医師宛に自動でアラート通知を行

う機能を導入しました。



1. カルテログイン時通知

① 自身が検査オーダーを入力した患者において、HCV抗
体判定が陽性となった患者が発生した際にアラート通
知が行われ、電子カルテログイン時点で通知を行いま
す。

② アラート通知画面の患者氏名をクリックすること
で、該当患者のカルテを開きます。



2. 患者カルテ参照時通知 → 検査結果参照

③ 患者カルテを開いた後、引き続き該当患者において確認
が必要なアラート項目（HCV抗体判定通知）が表示されま
す。

④ アラート通知画面の「結果表示」をクリックする
ことで、該当検査の結果を表示します。



3. 患者カルテ参照時通知 → 確定診断検査オーダー入力

⑤ アラート通知画面の「確定診断検査」をクリックする
ことで、対象項目が選択された状態で検査オーダー
画面が起動し、該当のアラート通知項目が非表示と
なります。



5. 確定診断検査オーダーの確定

⑥ アラート通知画面より起動された確定診断検査のオーダー（HCV核酸定
量）を確定しカルテ保存を行うことにより、通知されたアラート（HCV抗体判
定報告通知）が非表示となります。

※ オーダー発行または「通知削除」ボタンのいずれかがアラート非表示
の条件となり、オーダーを保存しない場合は、次回のカルテログイン時に
再度アラート通知が行われます。



アラートがかかった患者IDとHCV抗体をオーダーした

ドクターの一覧を閲覧する事ができ、さらに通知削
除か又はオーダー発行のいずれかをしていない例
を簡単にピックアップできるようにしてあり今後定期
的にそれらをチェックして行くこととしております。

アラートシステムのバックアップ
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